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魚類等の遡上・降下が可能な方策を検討

●具体的な整備内容

・既設ダムにおいて、魚類等の遡上・降下
が可能な方策を検討する。

瀬田川洗堰、天ヶ瀬ダム、高山ダム､
青蓮寺ダム､室生ダム､布目ダム､
比奈知ダム、 日吉ダム、一庫ダム

●スケジュール

●実施内容

瀬田川洗堰

・対象魚種の選定

・魚道での対策施設の検討

効果・施設配置

・魚道での対策不可の場合の代替案

の検討

●概要

Ｈ１４～Ｈ１５ ①現況の把握（魚介類、横断施設、水理特性）
②遡上・降下に関する条件の整理

（上・下流条件、地形条件）

Ｈ１５～Ｈ１7 

実施

検討
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資料収集

魚道等の遡上や降下
が容易に出来る方策
の検討（必要性）
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既設ダムにおけ
る魚道設置の実
現性の判断
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概略設計（方針決定）
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ダムなどの横断工作物は魚類等の移動を妨げる障害物となっている。そのため魚類等の
遡上や降下が容易にできる方策を検討することにより、移動の障害を軽減させ魚類のライ
フサイクルを本来の自然な形に回復させることにより生態系の保全を図る。

・実現性の高い計画とするため

の方針検討を実施

①対象魚種等の選定

②魚類等の生息区域等の変遷の把握

③障害要因の把握（横断構造物、水量

、水質、河道条件

･特に下記条件を考慮して実施可否

の判断

①降下対策,集魚対策,呼び水の確保
②遡上の実績（事例調査）

③地形条件（施設設置の検討）

④施設管理
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●委員会等からの意見

「整備計画進捗状況報告」においては、「瀬田川洗堰における魚道の必要性を検討中」と
のみある。どのように何を検討しているのかが示されなければ、「整備計画進捗状況報告」に
はならない。少なくとも天ヶ瀬ダムの場合のように示し、現在までのその検討結果を明示しな
ければならない。

このとき魚道の必要性を検討する以前に、魚道設置に伴う生態系の攪乱が予想されること
に鑑み、魚道をつくることの可否について十分の検討が必要であることは云うまでもない。

また、琵琶湖とそれに流入する河川を含め、直轄でない河川にあるすべてのダム・堰等に
ついても、その整備は全体として検討しなければならないことは、「基礎原案に係る具体的な
整備内容シートについての意見書」において指摘したにも係らず、「基礎案に係る具体的な
整備内容シート」に記載されておらず、さらに今回の「進捗状況報告書」でも扱われていない
ことは、極めて遺憾である。直ちに「検討」に入られたい。

●進捗状況
瀬田川洗堰の魚道設置について、平成１５年度に概略検討を実施した。
瀬田川洗堰の約５km下流は、天ヶ瀬ダム貯水池であり、魚類の遡上・降下の連続性を図

るには、天ヶ瀬ダム魚道と連携して考える必要がある。

●今後の見通し等
明治３８年に最初の瀬田川洗堰が設置されて100年になり、旧洗堰にはウナギ用魚道が

設置されていたものの、瀬田川洗堰の上下流ではそれぞれの生態系が形成されており、魚
道を設置した場合、その生態系(特に琵琶湖固有種)にどういった影響があるのかを、更に詳
細な検討が必要であり、 天ヶ瀬ダムで実施している 「天ヶ瀬ダム魚類等遡上・降下影響評価
検討委員会」等の結果を踏まえ検討していく。
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